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世田谷区医療的ケア相談支援センター事業

医療的ケアに関する専門相談支援

在宅生活相談支援（支援プラン作成）

施設への技術支援

相談支援専門員等の人材育成・研修

災害時個別支援計画作成支援

医療的ケアの理解促進・情報発信

権利擁護
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実態調査等から見えてきた状況・課題（災害時対応に関して） 
「医療的ケアを要する障害児・者等に関する実態調査報告書」より（平成27年７月）

• 自然災害発生時の備えに対する不安

• 世田谷区（東京都）の災害時個別支援計画の作成対象外である
人工呼吸器以外の医療機器使用者への災害時個別支援計画作成の課題

• 大きな地震や災害がとても心配

• 突然の大地震などが来た際、どうしたらよいのかわからない

• 災害時、何とか自宅にとどまることができても、たくさんの医療機器を

使う子にとって電気（電源）がなければ過ごせず、命の危機を感じる

• 電源が確保できなかったために、助かるはずの命をムダに失いたくはない

• 地震などの災害時に避難できるか不安。避難先での医療ケアが確保できる
のか、避難所はバリアフリーなのかなど

自由記述より（一部抜粋）

作成対象者：

自宅で人工呼吸器を使用し、療養
されている方

東京都在宅人工呼吸器使用者のための
「災害時個別支援計画」

出典：
東京都福祉保健局

「リーフレット 在宅人工呼吸器使用者のた
めの「災害時個別支援計画」作成のご案内」
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<対象者>
区内に在住する医療的ケアを必要としている18歳未満の方（医療的ケア児）、または医療的ケアを18歳以前から必要な状態となり現在も継続している方（医療
的ケア者）のいる世帯で、作成支援を希望する方。ただし、総合支所保健福祉センターで作成支援する人工呼吸器使用者は基本的に対象外。
<目的>
災害に対する備えをともに考え、計画作成の「支援」をすることで、利用者・家族の自助力を高める（計画を作成することだけを目的にせず、そこまでのプロセスを丁寧に行う）。

医療的ケア相談支援センターHi・na・taにおける災害時個別支援計画作成支援

①Hi・na・taの相談支援の中で、作成支援希望のあった方
②障害保健福祉課によるポータブル電源等配布を受けた際、Hi・na・taに氏名や連絡先等の登録
を希望した方で、作成支援希望のあった方
③支所保健福祉センターの保健師等の関係者からの相談・紹介
④計画相談支援（重症心身障害児（者）を守る会）で関わる際に紹介し、作成支援希望の
あった方

対象者の抽出

<基本的な流れ>

対象者の状況確認と説明

「災害時準備フローチャート」を使用し、準備状況を確認する。
対象者の医療的ケアや使用機器などの状況について概要を聞き取る。
必要に応じて資料を渡し、まずは「簡易版」の作成を提案する。
資料を使い自身で調べ、家族と確認し共有する機会にしてほしいことを伝える。
その後、希望があれば「計画書」を作成できることを説明する。

区の地区担当保健師の関わりの状況について確認し、区への情報共有の同
意をえたら、「計画書」の同意欄にチェックする。
区の地区担当保健師と共有する。
※「せたがや防災」「土砂災害ハザードマップ」「洪水・内水反乱ハザードマップ」

準備できていると
確認できれば終了
の場合もある

「簡易版」の記入内容と、自身で調べ、家族で話し合い共有したことで知識
やイメージが深まったか、確認する。
「計画書」の作成を希望する場合、詳しい情報を聞き取る。
主治医の意見等、確認が必要な部分は家族に確認を依頼する。

「簡易版」の確認と「計画書」作成希望の確認

目的達成されてい
れば終了の場合も
ある

「計画書」の完成と共有

訪問や電話、メール等で不足の情報を収集し、最終確認後、「計画書」を完成させる。
本人や家族、関係者に直接もしくは郵送で渡し、終了。

更新（年１回）

年1回、更新する。初回作成後に「Hi・na・ta作成者リスト」に追加し、更新時期がわかるようにしておく

避難訓練

各家庭の状況に基づき、どのような災害が起きたかを想定し、必要な訓練を実施
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【世田谷区在住医療的ケア児者向け】 ZOOMで学ぼう！災害時個別支援計画の作り方

大規模地震や風水害に備えて、医療的ケアが必要な人たちの個別支援計画作りの必要性が高まってい
ますが、実態として作成のプロセスは進んでいません。

そこで「世田谷区医療的ケア相談支援センターHi･na･ta」と「国立成育医療研究センターもみじの家」
が力を合わせ、世田谷区在住の医療的ケア児者と家族を対象に、 災害時個別支援計画作りのノウハウを
伝える学習会を行うことになりました。 ZOOMを活用して、今年度内に数回実施する予定です。

第1回目は、災害時個別支援計画を作成していく上で、最低限知っておいて欲しい知識を確認し、防災意
識の高揚に繋げていきたいと思います。ぜひ、ご参加ください！

防災コラボ始めます！

内容：成育医療研究センター医師より、災害時個別支援計画の作り方と題した講義
（災害に対する備えなどを中心に）

：Hi・na・taより、Hi・na・taにおける災害時個別支援作成支援についての説明および
世田谷区医療機器使用者災害時個別支援計画簡易版作成について
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「必要だと思うけれど時間がない…」「余裕ができたらお願いします」

・自主的に「作成したい」という方はまだ多くない

災害時への備えのアクション、安心につなげるために

・その方の取り組めるタイミングでの支援

・スモールステップで災害時の備えを進められる支援、イベントの開催等

・保健福祉センター保健師、ケースワーカー、関係機関との連携

＜計画作成されたをすでに終わっている方＞（Hi・na・taにおいて計画作成対象外の方も含め）

・災害対策に対するさらなる意識の向上、不安感の軽減に向け、各家庭のニーズ

に応じた避難訓練の継続実施

今後に向けて…
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参考
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